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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自転車のサドルシェルの長手方向対称面に関して完全に対称な２つの部分（１’、１”
）を備える自転車のサドルシェル用の支持レールと、自転車のサドルシェルとの組立体に
おいて、
　前記自転車のサドルシェル用の支持レールは、
　　前記部分の両方は、前記自転車のサドルシェルに取り付けられた後でその取付位置に
関して、水平に配置される第１端区画（５’、５”）を有しており、
　　下向きに傾斜する第一の区画（６’、６”）は、前記第１端区画（５’、５”）から
のびており、
　　水平方向に配置されるか又は最大角度５°で上向きに傾斜する第二の区画（７’、７
”）は、前記第一の区画（６’、６”）からのびており、
　　前記第１端区画（５’、５”）、前記第一の区画（６’、６”）及び前記第二の区画
（７’、７”）の全体は、Ｓ字形の構造を構成しており、
　　直線の第三の区画（８’、８”）は、前記第二の区画（７’、７”）からのびており
、前記第三の区画（８’、８”）は、外向きに傾斜し、その後、前記自転車のサドルシェ
ル用の支持レールの長手方向中心線に向かって互いに近付いており、
　　第四の区画（９’、９”）は、前記第三の区画（８’、８”）の最上部からのび、今
度は内向きに転じて、前記第三の区画（８’、８”）と共にＬ字形の構造を形成しており
、
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　　直線の第五の区画（１０’、１０”）は、前記第四の区画（９’、９”）からのびて
おり、前記第五の区画（１０’、１０”）は、一つの半円構造（１１）によって互いに繋
がれていて、前記半円構造の下方の頂点は、前記長手方向中心線上に位置しており、
　　前記自転車のサドルシェル用の支持レールは、前記第四の区画（９’、９”）及び前
記第五の区画（１０’、１０”）が前記自転車のサドルシェルの取付構造（１４’、１４
”）のチャネル（１５’、１５”）の中に配置されることにより、固定することができ、
　前記自転車のサドルシェルは、
　　その下面の後部に、台形の周辺を有する２つの角柱の構造（１４’、１４”）が在り
、それぞれが、その表面にチャネル（１５’、１５”）を有しており、その内側には、前
記第四の区画（９’、９”）及び前記第五の区画（１０’、１０”）が収容されており、
　　更に、前記２つの角柱の構造（１４’、１４”）のそれぞれには、カバープレート（
１６’、１６”）が、前記第四の区画（９’、９”）及び前記第五の区画（１０’、１０
”）を覆って、前記カバープレートと前記角柱の構造の間に前記第四の区画（９’、９”
）及び前記第五の区画（１０’、１０”）を包み込むように配置され、前記カバープレー
トは、それぞれ複数の穴（１７’と１７”）を有しており、前記複数の穴（１７’と１７
”）に、前記自転車のサドルシェルにねじ込むことのできるセルフタッピングねじを挿入
して、前記カバープレート及び前記自転車のサドルシェル用のレールを、前記自転車のサ
ドルシェルの下側に安定して固定することができるようになっていることを特徴とする、
組立体。
【請求項２】
　前記角柱の構造（１４’、１４”）の各辺の長さは、１．５－２ｃｍであることを特徴
とする、請求項１に記載の組立体。
【請求項３】
　２つの前記カバープレート（１６’、１６”）は、前記カバープレートがそれぞれの座
に取り付けられた後で、識別又はナンバープレートと同様の様式で、前記自転車のサドル
シェルの後部に配置される小さなブリッジプレート（１８）によって、互いに接続される
ことを特徴とする、請求項１又は２に記載の組立体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、請求項１の概括部分に述べる、自転車のサドルシェル用の支持レールに関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　自転車のサドル、特に、プロのアスリート並びにアマチュアの自転車乗り双方のロード
レースに用いられるサドルと、マウンテンバイク乗りに用いられるサドルとは、前記サド
ルシェルの支持要素としてレールを有することが知られている。
【０００３】
　前記レールは、シェルの構造的な堅固さを保証し、自転車のフレームの中心部に位置す
る管の上部に配置されている座席ポストにサドルを固定できるようにする、という２つの
機能を実行する。
【０００４】
　実際、市場では多種多様なこれらのレールを入手できるが、その何れも、効率的で安定
したサドルの固定を保証できていない。
　実際、具体的に述べると、特に、サドルがプロのレースに用いられるか、又は推力が相
当高い状態にあるとき、特に、重量のあるアスリートの場合は、サドルシェルが、それを
レールに接続している固定部から部分的に外れることもあり、その場合、サドルシェルは
、サドルを使用する前にサドルシェルを正確に設置した正しい乗車位置から僅かに動かさ
れることになる。
【０００５】
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　実際には、ユーザーは、サドルが、自転車の長手方向軸に関して完全に対称に配置され
ておらず、及び／又は、しかしながら、ユーザーがレース開始時に調節したように正確に
配置されていないことに気付くことになる。
【発明の開示】
【０００６】
　本発明の主題は、当該サドルを酷使及び集中的に使用した後でも、サドルシェルの安定
した配置を保証することができる点で、上記の問題を取り除きながら、先に述べた型式の
支持レールを実現することである。更に、前記レールは、その構造に関する限り、特に簡
単でなければならず、且つ、その製作又は使用の何れでも、複雑であってはならない。
【０００７】
　これは、請求項１の特徴記述部分に述べる特徴に従って本発明のレールを作ることによ
って達成される。
　本発明について、具体的な実施形態を参照し、添付図面の助けを借りて、詳細に示し、
説明するが、この実施形態は例に過ぎず、本発明を何ら限定するものではない。
【実施例】
【０００８】
　図１は、本発明によるレールが、それ自体既知の様式で、レース又はツーリングの何れ
であれ道路上で普通に使用される型式の自転車、並びにマウンテンバイク、に使われるサ
ドル２の下に配された状態を示している。
【０００９】
　このレールが存在することによって、サドルが構造的に堅固なものとなり、且つ、それ
自体既知の型式のクランプ３によって座席ポスト４に固定できるようになり、座席ポスト
４は、自転車のフレームに一般的に存在する中心の管に挿入される。
【００１０】
　具体的には、図２と図３に示す様に、本発明によるレールは、同じ出願人による特許出
願第ＶＩ２００３Ａ００００２０号に記載されている型式のサドルシェルと組み合わせて
用いられる。
【００１１】
　図７に詳細を示すように、レール１は、単一の要素で、同時に抵抗と弾性を有していな
ければならない材料で、具体的には、ステンレス鋼、アルミニウム合金、特殊合金などで
実現されている。
【００１２】
　図７ａは、本発明によるレールの、特にツーリング用自転車のサドルに適した、可能な
代替構造を示している。
　前記レールの構造は、サドルの長手方向及び垂直方向対称面に関して完全に対称な２つ
の部分（それぞれ１’と１”）で前記レールが構成されるようになっている。
【００１３】
　具体的な構造に関して言えば、レールの両方の部分１’と１”は、サドルに取り付けら
れた後でその普通の位置に関して、基本的に水平に配置される第１端部区画５’と５”を
有しており、前記端部区画は、僅かに傾斜する区画６’と６”を形成するよう延びており
、更に延びて、基本的に水平方向配置されるか又は最大角度５°で上向きに傾斜する区画
７’と７”を形成している。
【００１４】
　５’、６’、７’（及び、当然５”、６”、７”）によって形成される区画は、全体と
して、基本的にＳ字形の輪郭の相当に長く延びた区画の構造を作るよう構成されている。
　レールは、これらの区画の端部で、２つの別の直線区画８’と８”に延びており、８’
と８”は、外向きに傾斜し、その後、装置の中心線に向かって互いに近付いている。
【００１５】
　構造は、その後、２つの別の区画９’と９”により２つの先の区画の最上部に延びてお
り、今度は内向きに転じて、２つの先の区画と共に、基本的にＬ字形の形状を形成してい
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る。構造は、２つの先の区画の端部で、２つの短い直線区画１０’と１０”に延びており
、区画１０’と１０”は、一つの半円構造１１によって互いに繋がれていて、半円構造１
１の下方の頂点は、正確に装置の長手方向中心線上に位置している。
【００１６】
　図４を念入りに注意深く確認すると、レールの端部直線区画５’と５”は、それ自体既
知の様式で、サドルシェル１３の下面に在る２つの対応するポケット１２に挿入されてい
る。
【００１７】
　逆に、装置の後部は、特別に革新的な様式でシェルに固定されており、図５を参照しな
がら詳細に説明する。
　実際、念入りに確認すると、これらの図面は、シェル１３の下面の後部に、基本的に台
形の外周を有する２つの角柱の構造１４’と１４”があることを示している。これらの不
等辺四辺形の各辺は、長さが約１．５から２ｃｍである。
【００１８】
　具体的に言えば、図４に示す様に、レールの区画９’と１０’（並びに９”と１０”）
の大部分は、前記角柱の構造の表面に在るチャネル１５’と１５”の中に設置される。
　レールの対応する区画を所定の位置に堅く取り付けて維持するために、２つのカバープ
レート要素１６’と１６”（図８）が、レールの区画の上に配置され、それらをカバープ
レートと角柱の構造の間に包み込むようになっている。
 
【００１９】
　前記各カバープレートは、タッピングねじ１９’と１９”を挿入するための複数の穴１
７’と１７”（例えば、図示の様に、各カバープレートに４つ）を有しており、ねじをシ
ェルにねじ込めば、カバープレートとレールをシェルの下側に安定した様式で固定できる
ようになっている。
【００２０】
　図６と８は、２つのカバープレート１６’と１６”が、小さなブリッジプレート１８で
互いに接続されおり、ブリッジプレート１８は、カバープレートをそれぞれの座に取り付
けた後で、識別又はナンバープレートと同様の方式でシェルの後部に取り付けることがで
きることを示している。この小さなブリッジプレートには、サドル製造元のロゴ、又は他
の独特のマーク、パターンなどを印刷することができる。
【００２１】
　レールの横断面は、直径約７ｍｍの円形であれば好都合である。
　前記レールの全長は、約１６－２０ｃｍである。
　サドルについて実行した試験によって実証されたところによれば、上記レールとその特
別な固定装置をシェルに採用することによって、プロが使用するかツーリングに使用する
かに関わらず、サイクリストは、サドルを、厳しい条件で長期間使用することによって相
当な応力が掛かった場合でさえ、使用する前に予め設置したのと同じ位置に常に見出すこ
とができた。
【００２２】
　更に、本発明によるレールを使用することによって、ヒトの身体の左右と上下の四象限
（図９）は、どの様な型式のペダル踏み動作の間も、例えそれが激しく又は過剰であって
も、常に安定し、サドルと適正な軸を保っており、従って、全ての筋肉と生体機能が、均
一な様式で相互作用できるようになっている。具体的には、前記図９は、サドルのＫ軸と
、サドルによるヒトの身体の安定的な支持に対応する、路面に平行な仮想のｘ－ｙ線とを
示しており、参照番号ｖ、ｚ、ｊ、ｗは、それぞれ陰茎、睾丸、恥骨結合部、尾骨を指し
ている。最後に、ｙ’、ｙ”とｘ’、ｘ”は、ヒトの身体を慣習的に分割する４つの象限
(quadrant)を指している。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
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【図１】本発明によるレールを含むサドルの前部の斜視図を示している。
【図２】本発明によるレールを使ったサドルの斜視図を示している。
【図３】本発明によるレールを使ったサドルの上面図を示している。
【図４】本発明によるレールと共に使用するように作られた型式のサドルシェルの、上記
レールを装備している場合を示す底面図である。
【図５】本発明によるレールと共に使用するように作られた型式のサドルシェルの、上記
レールを装備していない場合を示す底面図である。
【図６】本発明によるレールを使用しているサドルシェルの後面図を示している。
【図７】本発明によるレールの全体図を示している。
【図７ａ】本発明によるレールの代替案の全体図を示している。
【図８】本発明によるレールを対応するサドルシェルへ固定できるようにする付属部品の
図を示している。
【図９】本発明によるサドルに着座した状態にある男性の身体の垂直方向断面図を示して
おり、ヒトの身体を識別するのに従来用いられている四象限に分割されている。

【図１】 【図２】

【図３】
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【図７】

【図７Ａ】 【図８】
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